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Ⅰ. はじめに 

アピオス (Apios americana Medikus) は北米原産のマメ科ツル性植物で、我々はイモに降圧効果を見

出し 1)、アンジオテンシン変換酵素 (ACE) 阻害ペプチドを発見した 2)。また、株式会社倉石地域振興公

社は本学との共同研究を通じ、これらの研究成果を付加価値とした産業振興を進めている。 

一方、摘み取られたアピオス花の有効利用を目的に生理作用を探索した結果、花抽出物に DPPH ラ

ジカル消去活性およびマルターゼ阻害活性を見出し 3)、平成 21年度の本研究においてその中心的活性

成分としてカフェオイル-D-グルコピラノシドを同定した。これを含む花抽出物 AFS40 画分は、糖尿病モ

デル動物において血糖上昇抑制効果を示した。これらは初の知見であり、本成果を特許出願した 4)。また、

摘花によって良質規格のイモを収穫できることが確認され、イモの ACE 阻害活性には大差は見られなか

ったが、処理法等には検討の余地が残され、さらに、より強力な阻害ペプチドを探索する可能性が示され

た。従って、イモの処理法の開発とともに、ACE阻害ペプチドの探索・同定が課題となった。 

Ⅱ. 目的 

そこで、アピオス・イモから従来以上の ACE 阻害活性を見出し、阻害ペプチドを探索することを目的に、

種々の消化酵素および消化処理法によるアピオスのACE阻害活性を検討した。また、規格外アピオスの

有効利用を念頭に、各種形態のアピオスの ACE 阻害活性を検討した。さらに、これまでに見出した ACE

阻害ペプチドを含めて、実際の血圧降下作用を明らかにすることを目的に検討を加えた。 

Ⅲ. 研究方法 

1. 消化酵素処理法およびイモの形態による ACE 阻害活性の検討 

イモ乾燥粉末 (P) を調製し、これからアピオス水抽出物 (AWE) 

および水抽出残渣 (AR) を調製した。また、新たに生イモ (T) お

よび茎 (S) を使用した (図 1)。これらをペプシン、トリプシンおよび

サーモライシン、さらにペプシン-トリプシンおよびトリプシン-ペプシ

ンで処理し、各消化物を調製した。これらのACE阻害活性を常法に

て測定した 5)。アミノ酸含量はニンヒドリン法によって測定した 6)。 

2. アピオス・ペプチドの血圧降下作用の測定 

従来イモのペプシン消化物から見出したACE阻害ペプチドYRLPおよびYRLPNLを化学合成し、18

時間絶食下の雄性自然発症高血圧ラットに単回経口投与した。Tail-Cuff 法による非観血式血圧計にて

投与前、投与後 1、2、4、6および 8時間で血圧を測定した。 

Ⅳ．結果および考察 

1. 消化酵素処理法およびイモの形態による ACE 阻害活性の検討 

イモの形態による ACE 阻害率が最も強いのは AR の消化物であり、新たに検討した P、T および S は

AR より若干弱いものの、いずれも AWE より阻害率が強まった。抽出後の残渣回収と乾燥など複数の工

程を必要とする AR よりもその工程が不要な T や S を使用できることは有用である。従って、水抽出残渣
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図 1. アピオス茎 (矢印) 



以外の形態でも ACE 阻害を得ることができることが明らかになったのは実用面で大きな成果であった。ま

た、アミノ酸含量が多いと ACE 阻害率が強まる傾向が示された。特に、ペプシン消化物はアミノ酸含量と

ACE阻害率の相関係数が 0.905、ペプシン-トリプシン処理物は 0.947 と非常に良好な正の相関が得られ

た。これは、ペプシン処理で生じるペプチドにACE阻害活性を有するものが多くなることを示唆している。 

以上のことから、水抽出残渣由来消化物以外の消化物にも ACE 阻害が見出された。このことは、実用

面での処理工程および時間が少ないこと、ならびにこれまで廃棄されていたものを活用できることから、他

の形態のイモを主原料として利用できる可能性が高まる有益な結果となった。 

2. アピオス・ペプチドの降圧効果 

SHR に蒸留水を経口投与した Control は血圧の変化が殆どなく、Captopril 投与では 1 時間後から血

圧が有意に低下し、2～4 時間後で血圧が最大に低下した。これに対し、YRLP 投与では血圧は Control

よりは低下したが、その効果は ACE 阻害薬ほど顕著ではないことが明らかになった。YRLPNL投与時に

は Captopril投与時よりも緩やかに血圧が低下し、投与後 4時間前後で血圧が最も低下した。特に、6時

間以降では Captopril より低値傾向を示し、Captopril より降圧効果は若干弱いが遅く長く続く特徴が示さ

れた。この結果より、YRLPNLはYRLPよりも降圧効果が大きいことが示された。これは、YRLPNLのACE

阻害活性が YRLP より明らかに強いことが反映されていることが示唆された。 

Ⅴ. まとめ 

イモの形態別に各種消化酵素で処理を行った結果、ACE 阻害が最も強いのは水抽出残渣のペプシ

ン消化物であり、ACE 阻害活性はペプシン消化によるアミノ酸含量と良好な正の相関があった。新たに

検討した茎や生イモにも ACE阻害を得ることができた。水抽出残渣以外の形態でも ACE阻害を得ること

ができることが明らかになったのは、処理工程が少なく廃棄物も活用できることから、実用面で大きな成果

であった。これら新たなアピオス消化物の ACE阻害ペプチドの同定は今後の検討課題として残った。 

ペプシン消化物から見出された ACE 阻害ペプチドの YRLP および YRLPNL を化学合成し、SHR に

単回経口投与した時、どちらも Captopril よりは弱いが血圧降下作用が見られた。YRLPNLは YRLP より

も作用が強く長く、これは YRLPNLの ACE阻害活性が YRLP より強いためであることが示唆された。 
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